
 

２．１ システムの概要 

① JAS 規格の構造用集成材を構造躯体に使用することにより無垢材と比較してより高い強度と

安定性を確保する。 

② 断面欠損が大きくなるような梁の接合部分に、信頼性のある性能評価を受けたメタルジョイン

トを使用し強化接合することにより、木材の切り欠き量を必要最低限に止めて強度を確保し、ま

た接合強度も確保する。 

③ (公財)日本住宅・木材技術センターのAQ認定工場にて精密なプレカットを施し、構造材の安定

した品質を確保する。 

④ 住宅保証機構(株)の瑕疵担保責任保険を活用し、保全計画書の定めに基づいた築後35年までの

保守点検サポート体制を整備する。 

NEO-BASIC Fb 工法は、木造住宅の構造躯体変形によるクレームを排除し、顧客満足度を上げる

ために構造躯体を集成材化している。集成材に断面欠損が生じる部分についてはメタルジョンイト

(金物接合)を採用し、構造躯体の耐久性向上を図っている。 

また、構造材、端柄材、床・野地合板、壁・間仕切パネルは、AQ 認証プレカット工場で生産す

るため、現場での生産性向上を図るとともに、工期短縮と高性能・高品質住宅の安定供給を可能と

している。  
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第１章  システムの基本的な考え方

第２章  システムの概要 

システムの名称： 

認定番号 原田木材㈱合理化Ｓ１１０４－１８

２．２ 構造パース及び標準仕様 



   

 
   
 

 

 

 

 

 

           

 

第４章  維持管理について 

第３章  供給体制について 

４．１ 維持管理補修サービス 
定期点検の実施 
１年目、２年目、５年目、１０年目に定期点検を実施し、以降は５年毎に有償にて実施。 

４．２ 保全計画書 
保全計画書は次の項目から構成されたものを作成する。 
①対象部位 
②保全期間及び、保全対象となる現象 
③適用外の内容 

４．３ その他 
住宅瑕疵担保履行法による資力確保の措置として、住宅保証機構株式会社の住宅瑕疵担保責任

保険を活用する。 

２．３ メタルジョイント 

NEO-BASIC Fb 工法では、構造材同士を金物で接合するメタルジョイント工法を採用 
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